
4  各 種 人工培土の特性

(農試 環境部施肥改善科 ・技術部農業機械科 )

近年,水稲の育苗培土代替資材として各種人工培土が普及し,

その使用量も年々増加しているが,い ずれの人工培七にないても

とくに水分に問題があり,濯 水には十分留意する必要がある。

(1)背 景とねらい

水稲の育苗用人工培上が年々普及し,56年 には県内水田面積の約20%に 相当する量が使用さ

れていると権定される。県内に普及している人五培土は数社1/C及んでいるが,各種人工培土の特性

については不明な事が多いので,こ れらの点について解析した。

供試した人I培土は,県 内に出まわっている主なもので(表 1)に 示した。

表 1 袋 に表示されたメーカー基準量 (いずれも56年 入手品 )

※くみあい合成培±3号 (三井水圧 ) 米 Xく みあい粒状堵土K(寒 冷地用 )

( 2 ) 技術 内 容

1)一 般に人工培 とは,吸 水凍度が遅 く吸水畳 ・有効水分量 (図 1・ 2)も 明らかに少ない。また

育苗中の培上の水含量も低い。(表 13)

2)人 工培土にかけるチップの溶出は,水 浸出で出てくるタイブと(図 3),塩 化 カリ浸出で出て

くるタイプとがある(表 17)。 リンサン1/Cついては固定があると思われ少なめとなっている(

表 8・ 9)。 しかし稚苗育苗においては養分供給など化学性1/rは特に問題はないと思われる(表

14～ 19)。

3)人 工培土の使用豊や,耀 水が少ないと親の露出 ・根上りがおこりやすいので,基 準量より多く

用いるか,使 用する木箱を湿らした状態で用いることが望ましい (表 10)。 プラスチック箱で

は問題が少ない (表 11)。

4)ま た,穫 水が少ないと草丈の伸びにくいものがあり,不 足しないよう耀水には十分注意する。

特に低温と水分不足が重なると革丈が伸びず,そ の後 もlmH復しに〈い (表 20)

培 士 ふ く  上 耀 水  量
播 種 後

耀 水 量

肥 料 成 分 タ

N P205 K20

い な ほ

※
三  井

ヽ※
ク レ タヽ

こ が ね

夕ヽ ―  ル

2 . 0 降

1 . 7 ～1 . 8 じ

1.75k,(2.1そ )

18～20切 (厚さ)

2 . 2 町

800タ

0.8～ 0.9そ

600夕 (0.Zι )

肋 ミかくれる程度

0 . 6 Z

1.1～13Z

l.0～1.5そ

181攻_L

l.0～1.2そ

1.0～18そ

なし

0.3～ 0.5Z

O . 5を 以上

0.3～0.6Z

O.3～0.5そ

1町当り 0.5

2.5り当り1.5

1 箱当 り1 2

記載なし 一

1箱当 り1.5

0.75

1 . 5

2 . 4

1 . 5

0 . 6

1 . 5

2 . 1

1 . 5
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(勧 主 要成果の具体的データ

1)物 理的特性

171 人工培土は粘上分を20～ 30%程 度含み粘質ギ強粘質となっている(表 2)。 粒径は大粒

(2～ 4吻 )の多い 「いなほ ・パ
ールJ,小 粒(1～ 1.8m)の 多い 「クレハ」,大小混在す

る「三井」,造 粒されていない 「こがね」の4タイフ
・
に分けられる(表 3)。 ②,容械重は94

～132夕で 「クレハ」が軽く「こがね」が重い(表 4)。 ③,人工培土は自然土に比ベ
ー般に

政水速度が遅く,吸水量,有効水分量も少ない (図 1・ 2)

表 2  土 性 分 析

粗砂

%

細砂

%

柳
十搬
％

微砂

%

粘土

%

土性

1火 山灰 21`8 52.6 74.4 19.8 5,8 SL

2 沖  積 10。7 53.5 64.2 21.4 14.4 L

3い なほ 15.3 34.1 4964 21.9 28.6 LiC

4三  井 13.9 45.1 59.1 22.5 18.4 C L

5 ク レノ 22.5 36.1 58,6 18.6 22.8 SCL

6こ が力a 37.8 25,1 62.9 16.6 20.5 SC L

7パ ール 6.5 37.9 44.4 26.6 29.0 I C

表3 粒径区分(重量%)
1 ″物

以下

1 -

1 . 6

1 . 6
～ 1 . 8

18
ヽ2.0

20
ヽ22

2.2
～ 4

4 筋″

姓

いな'こ
〔
） 6 6 3.6 6 5 8.5 654 9.1

三 井 6.8 247 9.7 126 12.6 32.4

ク レタ 9.1 463 9,8 9.4 818 14.7 2.0

こが ね 38.9 23.7 5.2 5 7 5 5 17.4 3 6

0 11.0 84 14.3 166 435 6 2

疾 4 透 水係数 ,=相 分布 ,容 積重 ,水 分

透水係数

( 歓骸 ▼‰

三 相 分 布 %
真比重

容積重

%00椛

水 分

%校  相 回 相 気  相

1火 山灰 1 . 5 1 × 1 0 ~ 2 13.1 23.3 63.7 2.75 78.2 17.9

2沖  横 1 . 4 3 X 1 0 ~ 3 13.6 32.9 53.5 2.72 105,0 11.9

3t/hなほ 8 . 4 2 X 1 0 ~ 2 6.3 37.7 56.1 2.79 112.0 14.9

4 t 井 1 . 1 4 X 1 0 ~ 1 8,9 33.5 57.7 2.61 118.0 12.7

5ク レ′ヽ 3.48X10~2 8.6 32.1 59,3 2.64 93.8 1 1 . 1

6 こ かね 3 . 9 4× 1 0 ~ 3 8.0 43.9 48.1 2.74 131.9 9.5

7夕↓―ノし 7.06X10~2 6.9 33.4 59.8 2.79 101.8 7.8
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火山灰
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処理時間

図 1 吸 水量

図 1で飽水させたものを
遠心分離機により脱水

糠

現
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脱
水
量
舛
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に
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た
り
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~動
流林
｀
劾 齢 欲 分

・
魂弱種耳葬召効水

図 2 脱 水量

2)化 学的特性               |

0 人 工控社はその化学的特性か ら2つ の タイプに分け ら
れ る。すなわち, I型 :「 いなほ

・クレ

ハ ・パール」このグル
ープは C%,C/N比 ,CEC,P一 吸がやや高い。またNの 吸着力が弱

く,NH4-Nの 初期の溶出率が高い。 I型 :「 =井
。こがね」,こ のグル

ープは ,C%・ Cか

比 ・CECoP一 吸がやや低 く,な たNH4-Nの 初期における溶出率が低い (表 5・ 6図 3・

4)。 ② ,分 析値か ら算出 した 1箱 当 りのN成 分量 (10%塩 化 カリ浸出 )は , 1.3～
2.0夕 で

あ リメーカーの記載値 とおおむね
一致す る。 P205と K20は 分析値 がメ

ーカー記載値 より少な

い傾向にある (表 7)。

表 5 人 工培上の化学性 (そ の 1)

P H

(H20)

E C

り手
C% N%

C/N

ナヒ
腐植

%

CEC P 吸

1火 山灰 5.80 0.23 5.55 0.48 13.6 9.55 34.3 2‐340

2沖  積 6.12 0.10 1.19 o。15 7.9 2.05 29.0 680

3し令なヤ& 4.95 2.11 2.22 0.45 4.9 3.83 18.5 960

4三  井 5,08 2.31 0.10 0,38 0.3 0.17 13.5 120

5 ク レ′ 4.75 2.40 2 . 7 1 0,51 5。3 4.66 22.3 840

6こ がね 5.20 0.58 0。28 0.24 1.2 0.49 13.4 460

7 パ ー ル 5.90 1,79 2.47 0。48 5.1 4.26 27.9 880

/鶴 騒花鸞
た (水深 lm)。 一定時
間後にとり出してティンュ
ヽ一″こにのせ,30秒 後

凡1 こ々がね

か三 井
合クレハ

ロ″く―― ル

スいなほ

注)火 山灰と沖積

は肥料なしのデ
ーター

パールの PH5.9

は育苗中には

50前 後となる。
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表6 人 工培土の化学性 (そ の 2)

N P205    W/100タ K20 W/100夕

TOtal

N %

Hゞ隆―ト

% 0 ,

N03-ぶ

所巧″魚〕oぢ
Total
HraF

Nは2
Tiuo8 W一 P C― P Total 置換性 W―K C―K

1火 山灰 0.48 0 0,321 52 0.3 2,4 0 14.9 82 6.8 9 19

2沖  積 0。15 0 0.223 41 2.3 6.9 0 20.8 408 16.1 2 19

3じ谷な↓& 0.45 43,4 0.006 14.7 9.6 0 42.6 624 79.3 58 100

4 三 井 0138 11,0 o.008 95 18.6 23.2 3.72 5 0 。3 842 120.5 60 218

5 ク レタ 0。5] 38.9 o.003 132 39.6 26.8 0.29 68.1 494 96.2 47 101

6 こ が ね 0。24 15.0 0.016 60 16.8 15.4 0 22.9 904 71.6 18 46

7 ′ モ ー ル 0,48 43.4 0.010 128 28.7 45.8 1.23 71.8 410 75。9 38 75

50

NH4-N

解革  40

出

盲≧   30

配
そる0夕20
10

0

50

40

NHttN

惚事   30

畳 2 0
塁

‰。夕
Ю

0

火山灰土

日 数

― ' つ

注)沖積土に類似した 「三井」と 「こがね」が

溶出量,溶 出率ともに低いが,土 壊に吸着さ

れている窒素(10%K∽ 浸出)は自然土な
みにある。

こがね

日 数

図 3 ア ンモニア態窒素の溶出量 (水浸漬 )
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火山灰

溶

出

率

%

注)溶 出率 =溶 出量 (哨 A00の /KC,浸 出 有効能NIt14-N(四%00夕 )x100

こがね

l day        3 day
化

図 4 人 工培土のNIt 1 4 - N溶出率

6day

陀容積重より推定した。こがね培■のふ〈土は,

0%塩化加里浸出,P205と K20が肥料分析法(

) : (メーカー基準は 100

た。分植値はNが 1

よる。

実験 して0。7を と

C ― P , W ― K )

し

　

に

表 7 人 工培上の化学成分量

培 土 量  呼 肥料成分量 夕 /箱

培 土 ふ く士 合  計

メーカー記載値 より算出 分析 値 よ り範 出

N P205 K20 N P205 K20

い  な  ほ 20kじ 0.8k″ 2.8kタ 1.4タ 21夕 1.7タ 1 4 タ 0.23 1.4

井 1,7-1 08～ 0,9 2.5～ 27 1予
ヽ 1.6 15～ 16 1.5～ 1.6 1.3～ 1.4 0.51ハ

‐055 13～ 14

ク  レ  タ 1.75 06 2.35 24 2.1 13 0。56 1.0

こ が ね 37-4[ 07 48-5_2 1.8-2.0 067-073 0.8-09

一 ‐    ル 2.2 06 2.8 1.5 1.5 1.4 ].18 1.0
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N81資 材名
区 名

メチ 水準に対して

臨
の四

土量/橋 (し) 濯水量/箱 (Z) 親の露

出 %

根上 り

%

生の合計

%培  土 覆 士 は種前 は種後

1

2

3

4

5

6

しヽ な'こ

本 準

乾

湿

2.0 0.8 1.3 一
　

一

1 6 . 9

4 . 0

1 3 . 7

2 . 8

30.6

6 . 8

麗 車
地 多

乾
　
湿

2.0 0,8 1.3 0,5 2 . 2

3 . 2

2 . 0

5。4

4 . 2

8 . 6

堵 十 複 上 多
乾

乾

2.55 ●
　
　
　
″

1.5

0.5

0

0 . 2

０

　

　

０

0

0 , 2

7

8

9

10

11

12

i ナキ

控 水  |☆ 少
乾

湿

2.0 1.0 ３

●
　
　
　
″

9 . 8

9 . 5

8 . 1

6 . 2

1 7 . 9

1 5 , 7

な 峰

乾

湿

1.8 ０

●
　
　
　
″

1.3 0.3 3 . 7

4 . 1

6.0

7.7

9 , 7

1 1 . 8

士許 L覆  i多

乾

乾

2.55 1,2 1.5

0.5

0

1 . 0

0 , 2

1 , 2

0 , 2

2 , 2

1 3

14

15

16

17

18

クじ タ

雄 水 城 極 少
乾

湿

1.75 0.6 1.3 0.5 1 2 . 3

2 . 1

5 , 9

5 . 6

1 8 . 2

7 . 7

艇 水 壇 少
乾

湿

1.75 0.6 1.5 0。5 2 . 9

2 . 6

3 . 5

1 . 7

6,4

4.3

培 i 覆 十: 多
乾

乾

2.1 0,9 1.5

0.5

0 . 8

0 , 7

2 . 1

1 . 8

2 . 9

2 . 5

19

20

2 1

2 2

こか ね

十
ａ 準

乾

湿

3.9 0.7 ●
　
　
　
〃

0.4 7 , 7

8 . 7

3 . 2

1 0 . 0

10.9

18。7

培 土少 覆 十多
乾

乾

3.1 1.3 ５

●
　
　
　
″ 0。5

1 . 5

0

0 . 7

0

2.2

0

一

２３

４

　

　

５

　

　

６

９
一
　

　

ＡＺ

　

　

ク

】

一

「一

十
１
１
は

準

乾

　

湿

，

】●
　
　
　
″

命
乙 0.6 1.3 0.5 1 4 . 9

5 . 7

7 . 1

5 , 9

22.0

11.6

培 上覆 士 多

乾

乾

2,35 1.0 一ｂ
●
　

　

″ 0,4

1.2

0

0 . 8

0

2.0

0

一

２７

　

２８

一　

山
ｉ

Ｔ 覆 少

乾
　
湿

2.55 0.8 1.5 一
　

一

1 6 . 2

3 . 4

1 8 . 4

5 . 8

34ぅ6

9 , 2

29

「
―
― 慣 乾 2455 0.9 1.5 4.3 4.8 9.1

3)培 土登と濯水量

表9 箱 の乾湿,濯水量と籾露出,根上り

注)1.木 箱を15時 間浸出し,湿 処理をした。

2.観 の露出率及び根上り率は箱の平均と思われる部分を約 10卸
X8例 ,2ケ 所切 り取 り

3.農整窒笠穏政)8坊あび
し
各祐器30托
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表 10 木 箱とプラスチック箱

N& 資材名
箱の

種類

土 量 (降孝働 耀水量 (ろ格働 は種時

水分%

の
率
＞
出
％

親
露
＜培  土 覆  土 は種前 は種後

１

　
　
２

　
　

３

　
　
４

　

５

　

６

　
　
７

　

８

い

な

″&

木

箱

2 . 0

2 . 6

0 . 8

1 . 1

0。9

1 . 2

1 . 5

1 . 2

1 . 5

o。3

20.6

26.4

3 1 , 4

3 1 . 9

5 0

2 0

1 0

10

5

ブチ

ツ
フ
ク

ス箱

2.0 0.8 0 . 9

1 . 2

1 . 5

一　
　
一
　

一

24.9

31.3

35,2

５

　
　

５

　

５

9

10

11

12

13

14

15

16

井

木

箱

1 . 8

2 . 6

0 . 8

1 . 2

0 . 9

1 . 3

1、7

1 . 3

1 . 5

一

一

一

０
。
３

・

21.5

25.1

26.5

26.5

０

５

０

０

５

６

１

１

１

プチ

ツ
フ
ク

ス箱

1.8 0.8 0 . 9

1 . 3

1 . 5

一
　

一
　

】

26。6

31。3

34.0

2

2

2

注)親 の露出率は ,肉 限

観察乾燥木箱使用

Nは2と 12が メーカー

基準量

〔木箱の場合〕:①,メーカー基準量で育苗すると,乾燥箱の使用で籾の露出や根上りが多く,浸

水処理箱使用で籾の露出や根上りが少ない。②,メーカー基準量より濯水量が不足すると,籾の露出

や根上 りが多く,箱 の浸水処理と基準耀水量の厳守が必要である。③ ,メ ーカー基準畳より培士,ふ

く士量が多いと,本 箱の乾温にかかわらず籾の露出ゃ根上 りが少ない (表 9)。

〔プラスチック箱の場合〕:木箱より水漏れが少ないためか,メ ーカー基準畳より20%波 の耀水

量でも水分が高く保持され,初 の露出や根上りが少ない。 (表 10)

4)苗 の成育の特徴および温度,水 分との関係
表 11 苗 調査結果 (稚苗 )5/を 3最終

＼
草 丈

卸

第    1
葉鞘長
御

葉  数

乾物重

竹 00ク

乾物螢丈
呼′あ

考備

1 火 山 灰

2 沖  積

3 し  ヽな ″こ

4 三  井

5 ク レ ハ

6 こ  力ヽね

7 ″く― ル

9 . 6

1 2 . 7

8 . 8

8 . 2

9 8 6

9 . 5

7 . 0

3 . 2

4 . 8

2 . 5

2 . 5

2 . 6

2 . 8

2 , 6

2.1

2.0

2.4

2.3

2.6

2.3

2.1

1.11

1,14

0.95

1.03

1.18

1.07

0.87

1 . 1 6

0.90

1.08

1.26

1.23

1.13

1.24

4た 8齢 電,ハ ヤニンキ乾線 2 0 0偽

30～ 32°C52時 間加温出芽後,ハ ウ

ス内 トンネル育苗。

■量は 1.5伽かきとり, 1.2そふ く「L・

施肥量は火山灰 2-3-2夕 ,沖 積

2 - 2 - 2 夕
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①,稚苗では一般に葉数はすすみやすいが,第 1    表 12 育 苗中の水分含量 %

葉紳長が短かくまた草丈の伸びにくい培土 「いなほ

・三井 ・パール」もある(表 11)。 ②,育 首中の

培土の水分含量は,自 然土に比し低 く推移 している

(表 12)。 ③ ,中 苗育苗1/Cおいても草丈の伸びに

〈い堵土 「いな1/A・パール」カミあり乾物重は低い。

また苗のN含 有率は 「いなほ」で沖積土より高いが,

他の培土では低い傾向がみられる(表 13・ 14)。

4/19播種 ,″ ヤヽニシキ乾籾 120隊為 ,30化 28時間加温出芽後
ハウス内 トンネル育苗土量は

1.5伽かととり, 1.2Zふ 〈土,施 肥量は火山灰 2-3-2夕 ,沖積 2-2-2追 肥なし

置床施肥 20-30-20夕 //材

表 14 苗 の分析値 (中首 )

0,育 苗中の,人工i培:Lの水分は 15～ 22%程 度で推移 し,火 山灰士の 35～ 36%に 比 じ低く経過

る。そのため.人工培土によっては生育初期～中期に雄水量を少なくすると,そ の後 も車丈が短か

5 9 -

% % ‰ ‰ 平  均
t火 山灰

3い な'ま

4三  井

5 ク レハ

6 こ がね

7夕 一ヽ ル

3 9 . 4

2 2 . 2

2 1 . 9

2 7 , 7

1 9 . 0

2 3 . 9

32.0

15.6

14,3

18.7

15.0

15.9

35。3

17.0

14.7

17,2

12.9

16.7

35。1

16.5

17,3

24.5

16.4

20.3

35.5

17.8

17.1

22.0

15.8

19.1

表 13 宙 調査結果 (中 苗 )

草 丈 御 乾物重 ィ々00夕 乾物々 丈りあ 5/23鶏額転 葉  数

%0 % 1 5/23
‐4/30 %1 形3 4 4 0 イ1 %3 第 1 第 2 % 5 / 3

1 火 山 灰

2 沖  積

3 い な ほ

4 三  井

5 ク レ ′ヽ

6 こ が ね

7  ′く ‐――  ′し

7 3

7 2

4 2

5 4

6 4

7 4

5 9

1 2 5

1 0 2

9 0

9 6

1 0 9

1 2 4

9 5

1 5 2

1 2 5

H 0

1 3 0

1 3 8

14 1

114

064

071

0,49

056

0.58

065

062

138

138

1 1 8

1.24

1.37

1.47

1.27

2,27

223

1.56

174

176

1.73

1.84

0、89

0,99

1 1 7

1.04

0.91

088

1.05

1 1 0

135

131

129

128

1 1 9

1,34

1.49

178

142

1.99

1.42

137

1.61

3 5

2 , 7

2 . 0

2 5

2 . 5

2 9

2 . 7

6 4

5 0

3 8

5 0

4 9

5 4

4 8

2 . 4

2 7

2 4

2 6

2 9

2 9

2 5

3 0

3 1

3 2

3 1

3 1

3 . 1

3 . 0

N  % P205 % K20 %

4/6o %1 形 1 4/30 %1 らろ1
4/30 5ィ1 5/21

1 火 山 灰

2 沖  撤

3 い な ほ

4 =  チ ト

5  ク  t/′ ′｀

6 こ  が ね

7  ′く 一―  ル

5 . 4 9

5 . 5 1

5 , 0 1

4.55

5。27

4 . 8 1

4.87

4.59

4.53

4 . 1 3

4.07

4.77

4.51

4,23

4 . 1 5

3 . 6 1

3.93

3.47

3.31

3.53

3.35

0.84

0 . 4 9

0 . 5 0

0 , 5 7

0 . 5 7

0 . 5 1

0 . 4 0

0.56

0。46

0 . 6 1

0.50

0.47

0。49

0.60

0.56

0.54

0。58

0.65

0.54

0,65

0.57

3.25

3.50

3,38

3.25

3 . 1 3

2.64

3.00

3,25

3.63

3.25

3.50

3.25

3.00

2.63

2.76

3.00

3.25

3.20

2.80

2.70

2.70



く快復tンにくいものがある 「いなほ
“クレ小。こがね」。このような人工堵上では緑化期に低温と

低水分が重なると
一層草丈が伸びず,し たがって耀水は不足しないよう注意が必要である(表 15)。

表 15 育 苗初期における低温と低水分 (人 工気象亀 )

注)1ウつ6葉 激はすべて2.0
メヽャニシキ,稚 商 (200夕 相当 ),培 ±2例 ,ふ く± 1御 ・弁当箱 (H。 3X15.2X3.5例 )

りを 播種 , 28～ 3ド C, 72時 間・出芽時のかん水は同
一処理。

ゆ名
～ 19る の緑化期は 2台 の人工気象室 (低 温 8°C～ 25托 ,基準温 18化

～ 28(● )に て育爵

水分はそれぞれ多少で管理 ,毎 日計ま し減量分を確水 した。

10/色～ 10/14硬化期 より人工気象室 1台 (8～ 20°C)に て全国を育苗。水分は多少で管理。

1・
代slレ 26全 区な温室

に移 し,温 度 ,水 分 とも均
一管理 とtンた0

水分多……最大吸水量の90%,水 分少・…・・1司60%

度 水分

草 丈 御  !第 1葉鞘員卸 乾物重
7/100タ 苗 2 分析値 1レ26

電勢夕と吾〕
呼/
/ 伽

]%4 10/26 10//14 9/26 1%4 10//26N% P2 K2 1%7 °/26

毒

準

準

温

度

最
大
容
水
量

の
９。
％
．

1 火 山灰

2 沖  積

3t/sな |こ

4 三  井

5 ク レハ

6 こ がね

7 メ ー ル

7 . 8

8 . 1

7 . 6

8 . 2

6 . 6

8 . 5

6。9

11.7

1 1 . 8

11.5

1 1 . 5

11.2

1 2 4 5

11:4

4 . 4

4 . 5

4 . 0

4 . 0

3 . 9

4 . 5

3 , 9

4 . 3

4 . 2

4 . 1

4 . 0

3 . 8

4 , 3

4 , 0

0.70

0 . 7 1

0.69

0.76

0.66

0 . 7 4

0.60

1 . 0 6

1 、1 0

1 07

1.02

1,01

1.07

1.08

4.46

3.68

4.64

4,38

4.46

4 . 0 1

4 . 6 1

1.29

2.74

1.43

1 . 1 5

1 . 1 4

1 . 1 7

1.26

2.60

3.07

3.36

3,39

3.27

2.98

2.95

0 . 9 0

0.88

0.91

0,93

1.00

0.87

0.87

0。9 1

0.93

0。93

0,89

0.70

0.86

0.95

∞

％

1火 山灰

2 沖  積

3い なほ

4 三 井

5 ク レみ

6 こ 力`ね

7 ′ヽ 一‐ ′し

6 , 7

7 . 6

3 . 1

6 . 6

4 . 8

6 . 8

5 . 0

10.0

10.9

8.0

10`1

9.0

10.5

8.8

3 . 8

4 . 1

3 . 8

2 . 6

3 . 9

2 . 8

4 . 2

3 . 9

3 . 0

3 . 6

3 . 1

3 r 7

3 . 2

0 , 6 1

0.67

0.30

0,67

0.44

0.67

0.47

0。95

1.02

0.72

0.95

0.78

0.88

0980

4.71

4,19

4,92

4.51

4.47

4,17

4.75

1.30

2.60

1.30

1 . 1 9

1.18

1,28

1.35

2,46

3.00

2.69

3 . 1 3

2,70

2.80

2.93

0.91

0.88

0.97

1.02

0,92

0,99

0.94

0.95

0,94

0.90

0.94

0.87

0,84

0 . 9 1

低

,Fヨ

９。

％

1火 山灰

2 沖 積

3い なほ

4 三 井

5 ク レハ

6こ 力iね

7パ ー ル

5。1

4 . 5

2 . 9

5 . 0

3 . 9

4 . 3

4 . 0

1 1 . 4

1 l c 0

11.8

9 . 9

1 1 . 1

1 2 . 5

1 0 , 0

3 , 0

2 . 7

3 、0

2 . 2

2 . 5

2 . 1

3・8

4 . 0

3 . 9

3 . 5

4 . 0

4 . 0

4 , 0

0.55

0.54

0.47

0.56

0.50

0.52

0.45

0.94

1.00

1,03

0.91

0,91

0,94

0.88

4.40

4.22

4,76

4.60

4.46

4.35

4 . 6 1

1 9 1 3

2.53

1.44

1,16

1.09

1.27

1.27

2.64

3.03

3.28

3.34

3 . 1 0

3.25

2.86

1.08

1.20

1.62

1 . 1 2

1.28

1 . 2 1

1 . 1 3

0.82

0.91

0,87

0。92

0.32

0,75

0,88

６０

％

1 火 山灰

2 沖 積

3い なヤ&

4三  井

5 ク レ・ヽ

6 こ がオa

7 夕く―ブし

5,3

5。2

4.9

5.2

5。3

5.8

4.9

10.1

10.4

6.2

10,0

6 . 8

8 . 3

9 , 8

3 . 1

3 . 2

2 . 8

3 . 1

3 . 1

3 . 5

2 , 9

3 . 9

3 . 8

2 . 9

3 . 5

3 , 0

3 . 5

3 . 3

0.49

0.44

0.32

0.49

0。34

0.35

0。37

0,82

0,80

0.53

1.00

0,65

0 . 7 1

0,84

4.67

4,28

4,79

4.75

4.40

4.24

4.84

1.28

2 . 1 2

1 . 3 2

1.24

1.19

1.21

1を41

2.59

2.77

2.50

3.25

2,70

2.83

2.99

0。92

0.85

0.65

0.94

0.64

0 60

0,76

0.81

0。77

0.85

1,00

0Ⅲ96

0,86

0。86

-60-




